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不
用
品
交
換
会
を
開
催
ノ

　
消
費
者
協
会
卜
日
町
支
部
（
藤
田

つ
ね
子
会
長
）
は
、
は
じ
め
て
の
企

画
と
し
て
。
不
用
品
交
換
会
を
開
催
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
昨
年
か
ら
実
施
し
て
い

る
．
不
用
品
交
換
登
録
制
度
に
関
連
し

て
行
う
も
の
で
、
各
家
庭
に
ね
む
q

て
い
る
品
物
を
有
効
に
活
用
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
．
、

開
催
要
項
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す

が
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
み
な
さ
ん

の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
．

　
期
日
　
九
月
四
日
㈲
午
前
十
時
～

　
午
後
三
時
ま
で
．

　
会
場
　
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
一

階
運
動
場
．

　
品
物
の
受
付
　
八
月
二
十
二
日
～

　
九
月
二
日
ま
で
の
毎
日
午
後
一
時

ガ
し
こ
い
消
薯
⑰

b
ガ
ラ
ス
器

　
◎
ソ
ー
ダ
ガ
ラ
ス
と

ジ　
　
ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス

e
　
　
普
通
品
の
コ
ツ
フ
や

　
び
ん
は
ソ
ー
ダ
ガ
ラ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

　
で
カ
ッ
ト
し
た
鉢
や
皿

義
響
謬

⇔
し
奪
て
蕊

裟
薦
轟
恥

～
四
時
ま
で
に
青
少
年
ホ
ー
ム
ヘ

品
物
　
①
新
品
…
贈
答
用
品
（
サ

　
ト
ウ
、
カ
、
、
、
ズ
メ
、
ダ
オ
ル
、

　
セ
ト
モ
ノ
な
ど
）
②
中
古
品
…

電
気
製
品
、
育
児
用
品
、
自
転
車

ス
キ
ー
用
品
、
書
籍
な
ど
．
、
③
そ

の
他
…
自
分
の
家
で
は
使
用
し
な

い
が
、
ま
だ
十
分
使
え
る
物
。

な
お
、
詳
細
は
市
商
工
課
内
消
費

者
協
会
事
務
局
へ
（
台
㌣
、
．
．
、
＝
番
）

消費生活についての苦情
や相談にどうぞ

◎消費生活改警監視員

　市村ミツイ（伊達第4）

　　　　　　實8－2802番
◎消費生活改善推進員

　湯沢　澄（学校町2）
　　　　　　台7－3548番

ゆ
ず
り
ま
す
・
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

◆
7
月
末
日
ま
で
の
受
付
分

　
　
　
　
　
　
（
希
望
者
は
、
市
役
所
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

品
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

電
子
レ
ン
ジ

シ
ャ
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プ
新

品

五
万
円

鉄
　
な
　
べ

直
径
4
0
㎝
位

中
古

不
　
明

乾
　
燥
　
機

プ
ロ
パ
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ガ
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用
中
古

二
万
五
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ジ
グ
ザ
グ
ミ
シ
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ボ
タ
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ホ
ー

ル
の
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き
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も
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中
古
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カ
セ
ッ
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ビ
ク
タ
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古

四
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　停電のお知らせ
●8月23日（火）／午前9時～正午まで、西寺町（ノ）

一部、七軒町び）一部、加賀糸屋町び）一部。

●8月25日困／午前8時～1E午まで、四日町新
田第3び）一部、本町7r目1・2び）各一部。

●8月31日困／午前9時～1E午圭で、本町6r
目び）3Q

一寄付ありがとう
社会福祉事業へ
■村昌サンクリーン（新宮）4（1，0〔X）円　5内藤直

義（控木）1，0〔X）円●佐野京ヂ（関目町）11，5〔）0円

　　善行青少年（団体）の推せんを
　市では、職場などにおける善行、社会奉仕、人命
救助、事故防止なとび）善行が認められる青少年を選

んで一）きび）とおり顕彰することになりましたグ）て、

市民各位グ）ご推せんをお願いします。

■被表彰者の資格
　　①昭和52年8月2011現在満25才末満4）者
　　②市内に住1、一｝している個人、団体

　　③市で定めた「善行判断基準」に該当する善行
　　　等があって、他び）模範とされるもα）．

■推せん書の締切り　昭和52年8月20日

　　推せん方法等詳細は市社会福祉事務所一

　　（37－3111番）

重度障害者福祉手当の支払月が変更になりました

　昭和50年10月より重度障害者に対して、福祉予当

が給付され、現在月額5，DO〔）円を、1月、5月、9
月の各10日に支給しておりましたが、法律が改正さ
れ、昭和52年8月分よ1）、月額5，50〔）円に増額され

ました。

　また、支給月も8月、12月、4月4）各1〔）日に変更

になりましたのでお知らせし主す。
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三
種
混
合
予
防
接
種
を
実
施
　
　
離
幣
劉
齢
智
慢
性
病
帯

　
昭
和
五
十
二
年
の
、
白
日
咳
、
ジ
フ

テ
リ
ア
、
破
傷
風
三
種
混
合
予
防
接

種
を
左
表
の
日
程
に
よ
り
実
施
し
ま

す
。　

該
当
者

一
期
（
三
回
接
種
）
　
昭
和
四
十
九
年

　
十
月
一
日
～
五
十
年
九
月
三
十
日

　
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
、
及
び
昨
年

　
一
期
の
未
実
施
者
と
｝
回
し
か
接

種
で
き
な
か
っ
た
者
。

二
期
（
一
回
接
種
）
　
昭
和
四
十
九
年

六
月
一
日
～
九
月
三
十
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
者
、
及
び
昨
年
二
期
の

未
実
施
者
と
一
期
で
二
回
接
種
を

終
っ
た
者
。

の
あ
る
者
、
ひ
き
つ
け
、
け
い
れ
ん
／

を
起
こ
し
や
す
い
子
、
そ
の
他
医
師
人

が
不
適
と
認
め
た
者
。

　
※
前
日
入
浴
を
さ
せ
、
当
日
は
清

潔
な
肌
着
を
着
せ
ま
し
ょ
う
。
体
女

　
温
測
定
、
母
子
健
康
手
帳
、
印
か

　
ん
を
忘
れ
ず
に
。
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今
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ぼ
・
氣
て

　
が
議
ん
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ε

地
区
名

月
　
　
日

受
付
時
間

接
種
会
場

該
当
者

十
日
町
全
区

新
座
・
大
井
田

9
月
1
日

　
（
木
）

午
後
1
時
半
～
2
時
半

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

目回1期
期

1
　
0
乙

中
条
飛
渡

午
後
1
時
半
～
2
時

中
条
地
区
公
民
館

水
沢
全
区

9
月
2
日

（
金
）

午
後
1
時
半
～
2
時

水
沢
出
張
所

川
治
・
八
箇

六
箇
全
区

午
後
－
時
半
～
2
時
半

川
治
地
区
公
民
館

下
条
全
区

9
月
5
日

（
月
）

午
後
1
時
半
～
2
時

下
条
出
張
所

吉
田
全
区

午
後
－
時
半
～
2
時

吉
田
出
張
所

■市勢／人ロ…50，416人（男24，645人・女25，771人）／世帯数…11，950／面積…211．44k㎡（7月1日現在）

紹和52年9月10日発行
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特に人気のあった「せとものコーナー」

：
O

※初の不用品交換会を開催

　あなたの家の片すみで眠ってい
るまだまだ使用できる品物があっ
たら出し合ってみませんか　　。

　去る9月4日、消費者協会十日
町支部では初の不用品交換会を開
催。

　会場となった勤労青少年ホーム
には、バイクや三輪車、日用品、

衣類など多種多様な品物が集まり
午前中にはほとんど売り切れると
いう盛況てした。

驚

　　　　／10

　　　September
　　口251号口
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愛に塗さ蕪へを
　9月15日は敬老の日です。長い間、社会に貢献さ
れたお年寄りの健康と福祉を高め、お年寄りに対し

ていたわりと感謝をあらわすと共に、お年寄り自ら
がその生活の向上に努めるために設けられたもので
す。

ー
お
と
し
よ
り
の
幸
せ
を
願
っ
て
ー

　
現
在
、
市
内
に
は
六
十
歳
以
上
の

お
年
寄
り
が
七
千
三
百
八
十
三
人
お

ら
れ
ま
す
．
こ
れ
は
、
昨
年
に
く
ら

べ
百
六
十
二
人
の
増
と
な
っ
て
お
り
、

市
の
全
人
口
の
十
四
・
六
育
に
あ
た

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
老
人
人
口
は
年
々

増
大
し
て
い
ま
す
が
、
市
で
は
お
年

寄
り
や
心
身
障
害
者
な
ど
社
会
的
経

済
的
に
弱
い
立
場
に
あ
る
人
に
対
し

て
、
医
療
費
の
助
成
や
諸
施
設
の
拡

充
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
施
策
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
愛
の
手
を
さ
し
の
べ
る

だ
け
で
な
く
、
市
民
の
中
に
溶
け
込

ん
だ
老
人
の
生
き
が
い
づ
く
り
は
大

切
な
こ
と
で
す
。

　
老
人
福
祉
対
策
の
一
部
と
し
て
始

め
ら
れ
た
「
老
人
生
き
が
い
対
策
事

業
」
も
二
年
目
を
む
か
え
ま
し
た
。

　
今
年
も
三
百
万
円
の
予
算
で
つ
ぎ

の
よ
う
な
事
業
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
そ
の
事
業
を
効
果
的
に

進
め
る
た
め
に
は
老
人
自
身
の
積
極

的
な
参
加
が
必
要
の
ほ
か
、
地
域
住

民
の
方
々
の
理
解
と
協
力
が
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
．

を
味
わ
う
．
　
（
公
民
館
本
館
及
び
老

人
い
こ
い
の
家
）

楽
焼
教
室
開
催
事
業

　
屋
内
趣
味
活
動
と
し
イ
＼
老
人
の

創
意
工
夫
と
自
作
の
楽
し
み
を
味
わ

う
．
　
（
公
民
館
本
館
及
ひ
各
地
区
公

民
館
）老

人
健
康
薬
草
園
及

び
花
園
整
備
事
業
f

老
人
ス
ポ
ー
ツ
教
室

開
催
事
業

　
老
人
ス
ポ
ー
ツ
や
民
踊
、
各
種
ゲ

ー
ム
等
の
教
室
を
開
き
、
機
能
回
復

や
健
康
増
進
、
老
化
の
防
止
を
は
か

る

老
人
大
学
講
座
開
催

話
を
し
ま
す

七
十
歳
に
な
る
と
ー
1

　
囹
敬
老
の
目
現
在
で
、
市
内
に
六

ヵ
月
以
上
住
ん
で
い
る
七
十
歳
以
L

の
人
に
敬
老
祝
金
を
さ
し
あ
げ
ま
す

　
囹
し
ト
歳
以
L
の
老
人
に
医
療
費

助
成
。

ス
キ
ー
場
を
利
用
し
、
薬
草
園
を

っ
く
り
、
収
穫
の
喜
び
と
社
会
に
役

立
つ
．
』
と
を
知
る
と
と
も
に
、
遊
園

地
等
の
空
地
を
整
備
し
花
園
を
作
る
．

（
卜
条
ス
キ
ー
場
及
び
児
童
遊
園
地

等
）

事
業

老
人
生
き
が
い
教
室

開
催
事
業

　
木
工
木
彫
、
組
ひ
も
等
の
教
室
を

開
き
、
創
意
工
夫
と
自
作
の
楽
し
み

　
教
養
の
向
上
と
社
会
性
に
順
応
す

る
た
め
、
各
種
講
演
、
講
座
を
開
く
。

（
公
民
館
本
館
及
び
各
地
区
公
民
館
）

老
人
交
通
安
全
教
室

開
催
事
業

長寿者番付（糟酷耀簿鷲昏年）
【東】 【西】

田村　留吉（下条本町）97才 横綱 樋口　文平（塩　野）96才
柳　　　フ　サ（高島第1）95才 大関 藤　田　　タ　ケ（新　　保）95才

関口　富作（貝ノ川）94才 関脇 太田　ギン（穿一彙聖）94才
島田　ブン（北鐙坂第1〉94才 小結 柳　　　米八（吉田山谷〉94才

増田　イ　ソ（下川原町〉94才 前1 市村竹三郎（伊達第3）94才
渡辺銀蔵（下条本町）93才 前2 山口　藤義（馬場第2〉93才
水落源治郎（漉　野）93才 前3 吉沢　トメ（北鐙坂第2）93才

庭野　トユ（中条八幡）93才 前4 蕪木セキ（幸　町）93才
上村熊治（貝ノ川）93才 前5 小海サ　ヲ（名ヶ山）93才
春　川　　ト　ノ（西枯木又）93才 前6 富井　シゲ（土市第1）93才
大島　テイ（　原　）93才 前7 登坂松治（本町6グ）3）93才
羽鳥民蔵佃中町樋り）93才 前8 山田　ツ　ネ（東枯木又）93才

富井マツジ（珠川第3）93才 前9 馬場　ミ　ツ（小泉第1）93才
岡　田　ツ　ガ（中　　町）93才 前10 鈴木　ト　メ（幸　町）92才
高橋　ハ　ル（大黒沢第1）92才 前11 島田　ヨ　シ（北鐙坂第1）92才

玉田　徳治（四目町第3〉92才 前12 渡辺　セ　キ（下条本町）92才

宮沢　ケ　サ（小黒沢）92才 前13 布川　コ　ト（本町3）92才
徳永　シ　ゲ（池　沢）92才 前14 桑原　寅吉（幸　町）92才
尾身善隆（鉢第1）92才 前15 村　山　　ミ　キ（水　　口〉92才

金子　ス　イ（署田縢㌘）92才 前16 上村新太郎（伊達第3）91才
尾身　フ　ヨ（鉢第1）91才 前17 高橋　リ　サ（神明町）91才
田　村　キ　ミ（漉　　野）91才 前18 水落　シ　ノに　　子）91才
上村　ヒ　サ（本町4）91才 前19 児玉　ヨ　キ（稲　葉）91才
上村　リ　ツ（伊達第3）91才 前20 大渕　サ　ダ（ド条栄町）91才

樋口　要蔵（高田町2）90才 前21 徳永吉太郎（川治内後）90才

飯塚常作（南　雲）90才 前22 久保田忠治（新　　水）90才
岡村　マ　ツ（関根第1）90才 前23 根津庸策（若宮町）90才
井川由太郎（下条本町〉90才 前24 大島　ト　ク（寿町4）90才
大島　竹治（池　谷）90才 前25 津畑　レ　キ（太田島第1）90才

村山　イ　サ（伊達第2）90才 前26

　
老
人
の
事
故
率
が
高
い
た
め
、
交

通
の
き
ま
り
を
守
り
、
自
ら
事
故
防

止
対
策
の
推
進
を
は
か
る
。

■
市
の
老
人
対
策

　
老
人
福
祉
の
た
め
、
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
、
現

在
、
市
が
行
っ
て
い
る
老
人
対
策

十
？
：
：
。
〇

六
十
五
歳
に
な
る
と

　
囹
老
人
健
康
診
査
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

　
囹
六
十
五
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

し
老
人
及
び
寝
た
き
り
老
人
に
医
療

費
助
成
及
び
見
舞
金
支
給

　
囹
寝
た
き
り
老
人
に
特
殊
寝
台
の

貸
与
。

　
囹
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
及
び
寝
た

き
り
老
人
で
養
護
者
が
得
ら
れ
な
い

場
合
に
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
が
、
］

週
間
に
『
～
二
回
身
の
ま
わ
り
の
世

敬
老
祝
金
が
贈
ら
れ
ま
す

　
市
で
は
例
年
通
り
七
十
歳
以
上

の
方
に
「
敬
老
祝
金
」
を
贈
り
ま

す
が
、
今
年
該
当
す
る
方
は
、
三

千
三
百
二
十
こ
人
い
ま
す
。

　
ま
た
七
十
五
歳
以
上
の
千
七
百

九
十
八
人
の
方
に
は
県
か
ら
「
祝

菓
」
が
贈
ら
れ
る
他
、
市
社
会
福

祉
協
議
会
か
ら
は
「
名
入
手
拭
」

が
贈
ら
れ
ま
す
。

　
今
年
九
十
歳
に
な
ら
れ
た
十
一

人
の
方
に
は
、
県
か
ら
「
座
布
団
」

が
贈
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
．

　
二
れ
ら
祝
金
品
の
受
給
該
当
者

に
は
、
敬
老
の
日
に
民
生
委
員
が

直
接
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

懲
敷
融
騰

　
身
寄
り
が
な
く
世
話
す
る
人
が
い

な
い
老
人
や
、
身
体
が
衰
え
て
、
い

つ
も
世
話
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
等

家
庭
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と
言

う
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
の
よ

う
な
時
、
老
人
の
お
世
話
を
す
る
の

が
老
人
ホ
ー
ム
で
す
。
入
所
に
つ
い

て
の
相
談
は
、
市
社
会
福
祉
事
務
所

又
は
、
地
区
民
生
委
員
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

（第3種郵便物認可）昭和52年9月io日とおJy93
（3）

と聯を若く保つための10力条
1康を大切に考えよう．

『倒なことを避けず、すすんでゃる習慣を。

ρの廻りのことをまめにする習慣を。

i書、テレビ教養番組などで頭をつかう訓練

o

れない器具をおそれず使いこなす勇気と実
を。

っくうがらず文字を書く習慣を。

会活動やグループワークに参加を。

間をもてあますことのないような趣味をも

つQ

歩、体操などをして、血液循環をよくして
く。

脈硬化や老人病を促進するもグ）を避け、し

も栄養を考えて適量に．

雛
欝
離
桶

　
費
い
麟
趨
は
堰
絵
栃

鵯
蔀
獅
鰭
細

　
人
　
・
法
に
ち
も
療

　
　
　
　
ど
の
う
持
を
医

　
老
　
ほ
て
よ
お
」
人

　
　
　
　
の
い
の
在
鑑
老

　
　
　
　
こ
つ
ぎ
現
口
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
に
つ
　
　
「
先

五
百
円
。

　
搬
入
　
十
月
一
日
団
・
午
前
九
時

～
午
後
八
時
半
ま
で
に
、
十
日
町
市

公
民
館
ま
で
持
参
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
発
表
　
入
賞
作
品
は

蓄者が

出する場合は
者が市外へ転出される場合

た。市外へ転出される方は

野受給者証」及び「保健証」

止事務所で手続きをし、転出

証明書をお受け取りください。

頭
盤
纐
硫
を
鯛
蕊
麟
と
鰍
お
翻
．

～
2
甑
♂
～
2
り
～
㍉
ご
～
2
賜
～
・
ノ
㍉
ご
2
り
2
㍉
ご
～
～
～
2
聯
～
2
瓢
ノ
リ
2
㌦
♂
～
～
2
甑
♂
～
2
り
～
2
物
～
剛
ご

　
第
十
回
市
美
術
展
は
十
月
八
日
U
ゆ
　
　
第
六
部
《
写
真
》
　
（
半
切
以
上
全
部

～
十
日
㈲
の
三
日
間
、
市
公
民
館
を
　
　
ま
で
、
組
写
真
は
長
辺
一
メ
ー
ト
ル

会
場
に
開
催
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
五
十
セ
ン
チ
ま
で
、
パ
ネ
ル
張
り
）

　
公
民
館
市
展
係
で
は
つ
ぎ
の
と
お
　
　
　
出
品
料
　
各
部
と
も
一
点
に
つ
き

り
出
品
作
品
を
募
集
し

て
い
享
の
で
多
数
の
あ
な
た
も
出
品
し
て
み
ま
せ
ん
か
…
地
方
紙
に
発
表
し
享
。

応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
又
、
入
選
作
品
は
出
品

　
作
品

第
一
部
《
日
本
画
》
（
額
ぶ
ち
付
）

第
二
部
《
洋
画
》
油
絵
、
水
彩
、
パ

ス
テ
ル
、
版
画
（
百
号
ま
で
、
額
ぶ

ち
付
）

第
三
部
《
新
し
い
美
術
》
　
（
常
識
以

上
の
大
き
さ
を
越
え
な
い
こ
と
）

第
四
部
《
彫
塑
》
　
（
常
識
以
上
の
大

き
さ
を
越
え
な
い
こ
と
）

第
五
部
《
書
道
》
　
（
全
紙
四
分
の
一

つ
ぎ
以
内
、
枠
張
り
表
装
。
ガ
ラ
ス

枠
は
受
け
つ
け
な
い
。
釈
文
票
を
添

付
の
こ
と
。
釈
文
票
は
ペ
ン
書
も
可
）

目
録
に
お
さ
め
、
会
期
中
来
館
者
に

配
布
し
ま
す
．

　
授
賞
　
市
展
賞
（
二
万
円
）
　
奨

励
賞
（
一
万
円
）
　
佳
作
賞
（
賞
品
）

を
授
与
し
ま
す
。

　
な
お
、
授
賞
式
は
十
月
十
日
㈲
午

後
三
時
か
ら
、
十
日
町
市
公
民
館
で

行
い
ま
す
。

　
そ
の
他
　
詳
し
い
こ
と
は
十
日
町

市
公
民
館
市
展
係
（
＋
日
町
市
学
校

町
　
8
七
－
五
〇
一
一
番
）
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
　
◆
　
　
　
◆
　
　
　
◆

（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（
）））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））

水道事業のお知らせ
　本年度の水道事業は第三期拡張事業実施の第一年度で

あり、主として送水管の布設及び第六水源井新設、電気

計装設備工事に着手しました。

　施設改良事業につきましては、田川町地区を始め、峠

及び本町6～3地内の3カ所に配水管布設工事を実施し
ました。

　消火せんにつきましては、新座第四（東小学校前）北

新田（塚原線）妻有町（総合庁舎裏）の3ヵ所にそれぞ
れ新設いたしました。

　なお、業務状況及び決算状況につきましては、つぎの
とおりです。

単位円
■収益的収入及ぴ支出

収　　　　　益

科　　目 金　　額

営業収益 174，831，145

営業外収益 22，693，093

合　　計 197，524，238

単位円

　小計163，685，164

当年度純利益　　33，839，074

　合計197，524，238

■資本的収入及び支出

収　　　　　入 （昭和51年4月1日から昭和52年3月31日まで）

科　　目 金　　額
区　　　　分 昭和51年度 昭和50年度 増（△）減 比率（％）

企　業　債 245，000，000 給　水　戸　数（戸） 7，807 7，615 192 102．5

負　担　金 1，066，950
給　水　人　口（人） 30，389 30，271 118 100．4

合　　計 246，066，950
年間使用水量（㎡） 3，071，103 3，244，860

△
1
7
3
， 757 94．7

額29，441，115円は、損益勘

直越利益剰余金7，588，915円

有てんした。

1日最大使用水量（㎡） 14，218 15，700 △1，482 90．6

1日平均使用水量（㎡） 8，414 8，890 △　　476 94．7

1戸当年問使用水量（㎡） 393 426 △　　33 92．3

（昭和51年4月1日から昭和52年3月31日まで）

用
額金

138，444，230

　25，240，934

　　　　出

金　　額

262，710，054

　12，798，011

275，508，065

　　費

　科　目

営業費用

営業外費用

　　支

科　　目

建設改良費

企業債償還金

　合　計

資本勘定における資金不足額29，441，115円は、損益勘

定留保資金19，851，756円、繰越利益剰余金7，588，915円

減債積立金2，000，444円で補てんした。



ー
偽
博
℃働と」監』解』β3

愛に塗さ蕪へを
　9月15日は敬老の日です。長い間、社会に貢献さ
れたお年寄りの健康と福祉を高め、お年寄りに対し

ていたわりと感謝をあらわすと共に、お年寄り自ら
がその生活の向上に努めるために設けられたもので
す。

ー
お
と
し
よ
り
の
幸
せ
を
願
っ
て
ー

　
現
在
、
市
内
に
は
六
十
歳
以
上
の

お
年
寄
り
が
七
千
三
百
八
十
三
人
お

ら
れ
ま
す
．
こ
れ
は
、
昨
年
に
く
ら

べ
百
六
十
二
人
の
増
と
な
っ
て
お
り
、

市
の
全
人
口
の
十
四
・
六
育
に
あ
た

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
老
人
人
口
は
年
々

増
大
し
て
い
ま
す
が
、
市
で
は
お
年

寄
り
や
心
身
障
害
者
な
ど
社
会
的
経

済
的
に
弱
い
立
場
に
あ
る
人
に
対
し

て
、
医
療
費
の
助
成
や
諸
施
設
の
拡

充
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
施
策
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
愛
の
手
を
さ
し
の
べ
る

だ
け
で
な
く
、
市
民
の
中
に
溶
け
込

ん
だ
老
人
の
生
き
が
い
づ
く
り
は
大

切
な
こ
と
で
す
。

　
老
人
福
祉
対
策
の
一
部
と
し
て
始

め
ら
れ
た
「
老
人
生
き
が
い
対
策
事

業
」
も
二
年
目
を
む
か
え
ま
し
た
。

　
今
年
も
三
百
万
円
の
予
算
で
つ
ぎ

の
よ
う
な
事
業
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
そ
の
事
業
を
効
果
的
に

進
め
る
た
め
に
は
老
人
自
身
の
積
極

的
な
参
加
が
必
要
の
ほ
か
、
地
域
住

民
の
方
々
の
理
解
と
協
力
が
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
．

を
味
わ
う
．
　
（
公
民
館
本
館
及
び
老

人
い
こ
い
の
家
）

楽
焼
教
室
開
催
事
業

　
屋
内
趣
味
活
動
と
し
イ
＼
老
人
の

創
意
工
夫
と
自
作
の
楽
し
み
を
味
わ

う
．
　
（
公
民
館
本
館
及
ひ
各
地
区
公

民
館
）老

人
健
康
薬
草
園
及

び
花
園
整
備
事
業
f

老
人
ス
ポ
ー
ツ
教
室

開
催
事
業

　
老
人
ス
ポ
ー
ツ
や
民
踊
、
各
種
ゲ

ー
ム
等
の
教
室
を
開
き
、
機
能
回
復

や
健
康
増
進
、
老
化
の
防
止
を
は
か

る

老
人
大
学
講
座
開
催

話
を
し
ま
す

七
十
歳
に
な
る
と
ー
1

　
囹
敬
老
の
目
現
在
で
、
市
内
に
六

ヵ
月
以
上
住
ん
で
い
る
七
十
歳
以
L

の
人
に
敬
老
祝
金
を
さ
し
あ
げ
ま
す

　
囹
し
ト
歳
以
L
の
老
人
に
医
療
費

助
成
。

ス
キ
ー
場
を
利
用
し
、
薬
草
園
を

っ
く
り
、
収
穫
の
喜
び
と
社
会
に
役

立
つ
．
』
と
を
知
る
と
と
も
に
、
遊
園

地
等
の
空
地
を
整
備
し
花
園
を
作
る
．

（
卜
条
ス
キ
ー
場
及
び
児
童
遊
園
地

等
）

事
業

老
人
生
き
が
い
教
室

開
催
事
業

　
木
工
木
彫
、
組
ひ
も
等
の
教
室
を

開
き
、
創
意
工
夫
と
自
作
の
楽
し
み

　
教
養
の
向
上
と
社
会
性
に
順
応
す

る
た
め
、
各
種
講
演
、
講
座
を
開
く
。

（
公
民
館
本
館
及
び
各
地
区
公
民
館
）

老
人
交
通
安
全
教
室

開
催
事
業

長寿者番付（糟酷耀簿鷲昏年）
【東】 【西】

田村　留吉（下条本町）97才 横綱 樋口　文平（塩　野）96才
柳　　　フ　サ（高島第1）95才 大関 藤　田　　タ　ケ（新　　保）95才

関口　富作（貝ノ川）94才 関脇 太田　ギン（穿一彙聖）94才
島田　ブン（北鐙坂第1〉94才 小結 柳　　　米八（吉田山谷〉94才

増田　イ　ソ（下川原町〉94才 前1 市村竹三郎（伊達第3）94才
渡辺銀蔵（下条本町）93才 前2 山口　藤義（馬場第2〉93才
水落源治郎（漉　野）93才 前3 吉沢　トメ（北鐙坂第2）93才

庭野　トユ（中条八幡）93才 前4 蕪木セキ（幸　町）93才
上村熊治（貝ノ川）93才 前5 小海サ　ヲ（名ヶ山）93才
春　川　　ト　ノ（西枯木又）93才 前6 富井　シゲ（土市第1）93才
大島　テイ（　原　）93才 前7 登坂松治（本町6グ）3）93才
羽鳥民蔵佃中町樋り）93才 前8 山田　ツ　ネ（東枯木又）93才

富井マツジ（珠川第3）93才 前9 馬場　ミ　ツ（小泉第1）93才
岡　田　ツ　ガ（中　　町）93才 前10 鈴木　ト　メ（幸　町）92才
高橋　ハ　ル（大黒沢第1）92才 前11 島田　ヨ　シ（北鐙坂第1）92才

玉田　徳治（四目町第3〉92才 前12 渡辺　セ　キ（下条本町）92才

宮沢　ケ　サ（小黒沢）92才 前13 布川　コ　ト（本町3）92才
徳永　シ　ゲ（池　沢）92才 前14 桑原　寅吉（幸　町）92才
尾身善隆（鉢第1）92才 前15 村　山　　ミ　キ（水　　口〉92才

金子　ス　イ（署田縢㌘）92才 前16 上村新太郎（伊達第3）91才
尾身　フ　ヨ（鉢第1）91才 前17 高橋　リ　サ（神明町）91才
田　村　キ　ミ（漉　　野）91才 前18 水落　シ　ノに　　子）91才
上村　ヒ　サ（本町4）91才 前19 児玉　ヨ　キ（稲　葉）91才
上村　リ　ツ（伊達第3）91才 前20 大渕　サ　ダ（ド条栄町）91才

樋口　要蔵（高田町2）90才 前21 徳永吉太郎（川治内後）90才

飯塚常作（南　雲）90才 前22 久保田忠治（新　　水）90才
岡村　マ　ツ（関根第1）90才 前23 根津庸策（若宮町）90才
井川由太郎（下条本町〉90才 前24 大島　ト　ク（寿町4）90才
大島　竹治（池　谷）90才 前25 津畑　レ　キ（太田島第1）90才

村山　イ　サ（伊達第2）90才 前26

　
老
人
の
事
故
率
が
高
い
た
め
、
交

通
の
き
ま
り
を
守
り
、
自
ら
事
故
防

止
対
策
の
推
進
を
は
か
る
。

■
市
の
老
人
対
策

　
老
人
福
祉
の
た
め
、
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
、
現

在
、
市
が
行
っ
て
い
る
老
人
対
策

十
？
：
：
。
〇

六
十
五
歳
に
な
る
と

　
囹
老
人
健
康
診
査
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

　
囹
六
十
五
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

し
老
人
及
び
寝
た
き
り
老
人
に
医
療

費
助
成
及
び
見
舞
金
支
給

　
囹
寝
た
き
り
老
人
に
特
殊
寝
台
の

貸
与
。

　
囹
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
及
び
寝
た

き
り
老
人
で
養
護
者
が
得
ら
れ
な
い

場
合
に
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
が
、
］

週
間
に
『
～
二
回
身
の
ま
わ
り
の
世

敬
老
祝
金
が
贈
ら
れ
ま
す

　
市
で
は
例
年
通
り
七
十
歳
以
上

の
方
に
「
敬
老
祝
金
」
を
贈
り
ま

す
が
、
今
年
該
当
す
る
方
は
、
三

千
三
百
二
十
こ
人
い
ま
す
。

　
ま
た
七
十
五
歳
以
上
の
千
七
百

九
十
八
人
の
方
に
は
県
か
ら
「
祝

菓
」
が
贈
ら
れ
る
他
、
市
社
会
福

祉
協
議
会
か
ら
は
「
名
入
手
拭
」

が
贈
ら
れ
ま
す
。

　
今
年
九
十
歳
に
な
ら
れ
た
十
一

人
の
方
に
は
、
県
か
ら
「
座
布
団
」

が
贈
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
．

　
二
れ
ら
祝
金
品
の
受
給
該
当
者

に
は
、
敬
老
の
日
に
民
生
委
員
が

直
接
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

懲
敷
融
騰

　
身
寄
り
が
な
く
世
話
す
る
人
が
い

な
い
老
人
や
、
身
体
が
衰
え
て
、
い

つ
も
世
話
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
等

家
庭
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と
言

う
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
の
よ

う
な
時
、
老
人
の
お
世
話
を
す
る
の

が
老
人
ホ
ー
ム
で
す
。
入
所
に
つ
い

て
の
相
談
は
、
市
社
会
福
祉
事
務
所

又
は
、
地
区
民
生
委
員
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

（第3種郵便物認可）昭和52年9月io日とおJy93
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と聯を若く保つための10力条
1康を大切に考えよう．

『倒なことを避けず、すすんでゃる習慣を。

ρの廻りのことをまめにする習慣を。

i書、テレビ教養番組などで頭をつかう訓練

o

れない器具をおそれず使いこなす勇気と実
を。

っくうがらず文字を書く習慣を。

会活動やグループワークに参加を。

間をもてあますことのないような趣味をも

つQ

歩、体操などをして、血液循環をよくして
く。

脈硬化や老人病を促進するもグ）を避け、し

も栄養を考えて適量に．

雛
欝
離
桶

　
費
い
麟
趨
は
堰
絵
栃

鵯
蔀
獅
鰭
細

　
人
　
・
法
に
ち
も
療

　
　
　
　
ど
の
う
持
を
医

　
老
　
ほ
て
よ
お
」
人

　
　
　
　
の
い
の
在
鑑
老

　
　
　
　
こ
つ
ぎ
現
口
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
に
つ
　
　
「
先

五
百
円
。

　
搬
入
　
十
月
一
日
団
・
午
前
九
時

～
午
後
八
時
半
ま
で
に
、
十
日
町
市

公
民
館
ま
で
持
参
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
発
表
　
入
賞
作
品
は

蓄者が

出する場合は
者が市外へ転出される場合

た。市外へ転出される方は

野受給者証」及び「保健証」

止事務所で手続きをし、転出

証明書をお受け取りください。

頭
盤
纐
硫
を
鯛
蕊
麟
と
鰍
お
翻
．

～
2
甑
♂
～
2
り
～
㍉
ご
～
2
賜
～
・
ノ
㍉
ご
2
り
2
㍉
ご
～
～
～
2
聯
～
2
瓢
ノ
リ
2
㌦
♂
～
～
2
甑
♂
～
2
り
～
2
物
～
剛
ご

　
第
十
回
市
美
術
展
は
十
月
八
日
U
ゆ
　
　
第
六
部
《
写
真
》
　
（
半
切
以
上
全
部

～
十
日
㈲
の
三
日
間
、
市
公
民
館
を
　
　
ま
で
、
組
写
真
は
長
辺
一
メ
ー
ト
ル

会
場
に
開
催
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
五
十
セ
ン
チ
ま
で
、
パ
ネ
ル
張
り
）

　
公
民
館
市
展
係
で
は
つ
ぎ
の
と
お
　
　
　
出
品
料
　
各
部
と
も
一
点
に
つ
き

り
出
品
作
品
を
募
集
し

て
い
享
の
で
多
数
の
あ
な
た
も
出
品
し
て
み
ま
せ
ん
か
…
地
方
紙
に
発
表
し
享
。

応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
又
、
入
選
作
品
は
出
品

　
作
品

第
一
部
《
日
本
画
》
（
額
ぶ
ち
付
）

第
二
部
《
洋
画
》
油
絵
、
水
彩
、
パ

ス
テ
ル
、
版
画
（
百
号
ま
で
、
額
ぶ

ち
付
）

第
三
部
《
新
し
い
美
術
》
　
（
常
識
以

上
の
大
き
さ
を
越
え
な
い
こ
と
）

第
四
部
《
彫
塑
》
　
（
常
識
以
上
の
大

き
さ
を
越
え
な
い
こ
と
）

第
五
部
《
書
道
》
　
（
全
紙
四
分
の
一

つ
ぎ
以
内
、
枠
張
り
表
装
。
ガ
ラ
ス

枠
は
受
け
つ
け
な
い
。
釈
文
票
を
添

付
の
こ
と
。
釈
文
票
は
ペ
ン
書
も
可
）

目
録
に
お
さ
め
、
会
期
中
来
館
者
に

配
布
し
ま
す
．

　
授
賞
　
市
展
賞
（
二
万
円
）
　
奨

励
賞
（
一
万
円
）
　
佳
作
賞
（
賞
品
）

を
授
与
し
ま
す
。

　
な
お
、
授
賞
式
は
十
月
十
日
㈲
午

後
三
時
か
ら
、
十
日
町
市
公
民
館
で

行
い
ま
す
。

　
そ
の
他
　
詳
し
い
こ
と
は
十
日
町

市
公
民
館
市
展
係
（
＋
日
町
市
学
校

町
　
8
七
－
五
〇
一
一
番
）
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
　
◆
　
　
　
◆
　
　
　
◆

（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（
）））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））

水道事業のお知らせ
　本年度の水道事業は第三期拡張事業実施の第一年度で

あり、主として送水管の布設及び第六水源井新設、電気

計装設備工事に着手しました。

　施設改良事業につきましては、田川町地区を始め、峠

及び本町6～3地内の3カ所に配水管布設工事を実施し
ました。

　消火せんにつきましては、新座第四（東小学校前）北

新田（塚原線）妻有町（総合庁舎裏）の3ヵ所にそれぞ
れ新設いたしました。

　なお、業務状況及び決算状況につきましては、つぎの
とおりです。

単位円
■収益的収入及ぴ支出

収　　　　　益

科　　目 金　　額

営業収益 174，831，145

営業外収益 22，693，093

合　　計 197，524，238

単位円

　小計163，685，164

当年度純利益　　33，839，074

　合計197，524，238

■資本的収入及び支出

収　　　　　入 （昭和51年4月1日から昭和52年3月31日まで）

科　　目 金　　額
区　　　　分 昭和51年度 昭和50年度 増（△）減 比率（％）

企　業　債 245，000，000 給　水　戸　数（戸） 7，807 7，615 192 102．5

負　担　金 1，066，950
給　水　人　口（人） 30，389 30，271 118 100．4

合　　計 246，066，950
年間使用水量（㎡） 3，071，103 3，244，860

△
1
7
3
， 757 94．7

額29，441，115円は、損益勘

直越利益剰余金7，588，915円

有てんした。

1日最大使用水量（㎡） 14，218 15，700 △1，482 90．6

1日平均使用水量（㎡） 8，414 8，890 △　　476 94．7

1戸当年問使用水量（㎡） 393 426 △　　33 92．3

（昭和51年4月1日から昭和52年3月31日まで）

用
額金

138，444，230

　25，240，934

　　　　出

金　　額

262，710，054

　12，798，011

275，508，065

　　費

　科　目

営業費用

営業外費用

　　支

科　　目

建設改良費

企業債償還金

　合　計

資本勘定における資金不足額29，441，115円は、損益勘

定留保資金19，851，756円、繰越利益剰余金7，588，915円

減債積立金2，000，444円で補てんした。
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盈お∬93（第3種郵便物認可）昭和52年9月10日

　
吉
田
地
区
は
、
十
一
部
落
約
四
千

二
百
の
人
口
を
も
つ
地
域
で
す
が
、

部
落
が
点
在
し
て
い
る
た
め
、
分
館

や
部
落
単
位
で
の
事
業
が
中
心
と
な

り
ま
す
。
今
回
は
、
こ
れ
ら
活
動
の

中
か
ら
い
く
つ
か
を
紹
介
し
て
み
た

～

てし
、。

ざめ
※

を
館

り
民

　
　
　
　
公

く
区

づ
醜

域
吉

地
※

い
　
　
の
手
で
萎

る
　
　
化
し
て
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
こ
と
に
、
学

明
　
　
習
の
楽
し
み

　
　
　
　
　
　
　
を
見
い
出
し

て
い
ま
す
。
ま
た
整
理
の
で
き

た
も
の
か
ら
冊
子
で
も
作
っ
て

ゆ
き
た
い
と
大
き
な
夢
を
も
っ

て
い
ま
す
。

　
料
理
教
室
も
開
い
て
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
方
二
十
数
名
が
参
加

い
と
思
い
ま
す
。

　
真
田
婦
人
学
級

で
は
、
鉢
の
婦
人

達
を
中
心
に
、
部

落
の
歴
史
や
伝
説
、

昔
話
し
な
ど
に
つ

い
て
学
習
を
し
て

い
ま
す
。
「
自
分
達

の
手
で
耳
で
」
を

合
い
言
葉
に
、
お

年
寄
り
や
先
輩
達

の
話
し
を
聞
ざ
、

そ
れ
ら
を
書
き
ま

と
め
整
理
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
遅
々
と
し
て
進

ま
な
い
学
習
で
す

が
、
自
分
達

　
マ
マ
さ
ん
バ
レ
重
ボ
唇
ル
大
会

家
族
の
健
康
の
た
め
に
腕
に
よ
り

を
か
け
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
吉
田
保
育
所
で
は
幼
児

の
し
つ
け
に
つ
い
て
の
学
習
を
行

っ
て
い
ま
す
。
よ
り
健
康
で
創
造

力
豊
か
な
こ
ど
も
を
育
て
よ
う
と

毎
月
一
回
の
学
習
を
続
け
て
い
ま

す
。　

婦
人
の
た
め
の
学
習
は
、
こ
の

他
に
名
ヶ
山
学
級
、
婦
人
体
育
教

室
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。
，

が
顯
繋
拶

学
校
区
お
よ
び
吉
田
小
学
校
区
に
お

い
て
そ
れ
ぞ
れ
講
座
を
行
っ
て
い
ま

す
、
近
い
う
ち
に
「
焼
き
も
の
」
の

学
習
も
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
．

　
こ
れ
ら
の
他
に
、
部
落
巡
回
文
庫

へ
き
地
親
子
文
庫
に
よ
る
読
書
運
動

や
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
兼
ね
た

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、
分

館
講
座
も
そ
れ
ぞ
れ
の
分
館
ご
と
に

行
っ
て
い
ま
す
。

と　組にとな船人　これるす　　　，る人み茄呼ど員はわとまとる成　　　77家庭教育講座
とのが入ば’保’がもす同と人

駐植翻饗彫畿擁幼児期を考える
姦1夷ε畏読桑翼星三ぞ縞奪徽　　　　　母親は子供に何をしてやるべきか一一
るたま皆か的済年十玄度責利人　　生まれて最初に接する小さな社会「家庭」の中で子どもは多くの
該奮纏誓範鷹解事を身につ1ナます．今そこて励頓れているか、またどうあるべ
たば　　」金　　　　な　　入課え間　きか考えてみたいと思います。お母さん、おばあちゃんおさそい合

難催9｛尼韮播わせておいてください。

1
9月10日
　（土）

家庭での基本的な習慣づけ
・子供の生命を守るしつけをどうするか

・将来に影響する基本的な習慣

長岡市中島幼稚園
園長

土田邦彦

2
9月17日
　（土）

やせすぎの子，太りすぎの子
・子供の健康管理

十一日町保健所長

丸田貞介

3
9月26日
　（月）

母親としてやるべきことは何か
・母親に欠けているもの
・母親のあるべき姿

新潟市緑力丘幼稚
園園長

高橋ハナ

4
10月1日
　（土）

子供はどのように保護されているか

・地域社会と子供の生活環境
・法の中での子供

県中央児童相談所長

花積正夫

5
10月8日
　（土）

子供の社会性を育てるには
・子供と友達
・家庭では、集団では

新潟大学教育学部
長岡幼稚園副園長

高井タケ

　囹時間／午前9二15～11：15　囹会場／十日町市公民館

《申込み》　◆希望者は申込書で公民館に申し込んでください。

　　　　◆電話申し込みでもけっこうです。
　　　　◆お問い合わせは公民館本館（市内学校町盈7－5011）にどうぞ。

一
一

熱心に耳を傾けるお母さん方

　
　
構
師
の
先
生
も
大
張
り
切
り

　
さ
ら
に
、
冬
季
間
に
は
十
五
年
間

も
続
い
て
い
る
婦
人
文
集
「
信
江
」

の
発
行
や
、
ら
く
が
き
（
鉢
）
、
ら

く
が
き
（
名
ヶ
山
V
の
発
行
な
ど
、

文
集
活
動
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
保
坂
）

釜

む
や
事
故
で
障
害
者
に
な
れ
ば
働
く
こ

と
が
無
理
に
な
る
。
あ
る
い
は
不
幸

に
し
て
一
家
の
大
黒
柱
を
失
え
ば
収

入
が
な
く
な
る
な
ど
不
測
の
事
故
や

危
険
が
と
り
ま
い
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
個
人
の
力
で
準
備
し
て
お

20
歳
と
国
民
年
金

く
の
は
生
や
さ
し
い
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

国
が
中
心
と
な
っ
て
個
人
の
生
活
や

老
後
を
社
会
全
体
の
責
任
で
保
障
す

る
制
度
が
公
的
年
金
制
度
で
す
．

　
国
民
年
金
と
は
、
他
の
年
金
制
度

加
入
者
及
び
そ
の
配
隅
者
、
あ
る
い

は
昼
間
部
の
学
生
を
除
い
た
二
十
歳

か
ら
五
十
九
歳
ま
で
の
人
を
対
象
と

し
た
年
金
制
度
で
、
現
在
会
社
や
工

場
、
官
庁
な
ど
に
勤
め
て
い
な
い
人

　
　
　
は
大
人
の
仲
間
入
り
の
”
証
”

　
　
　
と
し
て
こ
れ
に
加
入
す
る
義

　
　
　
務
が
あ
り
ま
す
。

　
二
十
歳
に
な
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
国
民

年
金
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続

き
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係
窓
口
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
崇
　
　
　
　
　
　
楽

（第3種郵便物認可）昭和52年9月10日とお∬93（5）

霧
胡
招
き
〒
卜
開
き

　
信
濃
川
運
動
公
園
の
造
成
工
事
は

着
ち
ゃ
く
と
進
み
、
こ
の
ほ
ど
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
（
八
面
）
が
完
成
。
九
月

十
五
日
（
日
）
に
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル

チ
ー
ム
を
招
き
盛
大
に
コ
ー
ト
開
き

を
行
う
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
十
日
町
橋
下
流
の
河
川
敷
に
造
成

鈴
雛
磁
魯
磁
鈎
魯
鐙
験
翻
盤
鰯
翻
翻
磁
磁
磁
覇
劇
醗
農
覇
磁
雛

盤磁鈴磁鐙融鰯翻融鵬磁翻盤鈴

信濃川運動公園コート開き

期　日　9月15日／午前9時～

内容男子ナショナルチーム
　　　　女子大学チャンヒ。オン

　　　　チームによる模範試合

　　　　及び指導

◆招待選手

　　【監督】斉藤孝弘

　　【コーチ】中条正信・西田

　　豊明【男子選手】井伊勝利

　　木口利充・笹倉宏之・稲垣

　　道夫・横江忠志・前田賀門

　　【女子選手】板倉計子・滝

　　沢律子・桜井紀美子・岩崎

　　安子・住本京子・江利角富

　　美子。

翻覇磁齢盤磁鐙覇験磁醗磁覇劃

中
の
信
濃
川
運
動
公
園
は
、
昨
年
八

月
に
野
球
場
B
面
、
今
年
六
月
に
野

球
場
A
面
の
オ
ー
プ
ン
に
続
き
、
こ

の
ほ
ど
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
八
面
が
完
成

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
市
内
の
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
は
城
ヶ
丘
に
三
面
あ
る
だ
け
で
、

増
加
す
る
テ
ニ
ス
人
口
に
対
応
で
き

な
い
状
態
で
し
た
が
、
今
回
の
完
成

に
よ
り
、
合
せ
て
十
一
面
と
な
り
県

下
で
も
充
実
し
た
コ
ー
ト
数
と
な
り

ま
し
た
。

　
今
後
の
運
動
公
園
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
五
十
三
年
度
に
野
球
場
C
面

と
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
一
面
の
建
設
、

ま
た
緑
を
配
置
し
た
自
由
公
園
の
建

設
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
公
園
の
取
付
道
路
に

つ
い
て
も
、
す
で
に
千
手
ト
ン
ネ
ル

側
に
完
成
し
て
い
ま
す
の
で
。
；
利
用

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雛

醗
囎
鰯
融
盤
盤
盤
磁
盤
醗
齢
鵬
覇
磁
鐙
鐙
器
雛
齢
齢
鐙
覇
磁
盤

垂さ鴇っり

嘗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ

人
気
の
あ
っ
た
”
う
な
ぎ
の
つ
か
み
ど
り
”

　
　
　
　
　
〈
本
町
四
丁
目
〉

市
職
員
を
募
集

　
昭
和
五
十
三
年
四
月
一
日
採
用
予

定
の
市
職
員
（
保
母
〉
を
つ
ぎ
の
と

お
り
若
干
名
募
集
し
ま
す
。

　
受
験
試
格

　
保
母
の
資
格
取
得
者
（
昭
和
五
十

三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
資
格
取

得
が
見
込
ま
れ
る
者
を
含
む
）
で
、

昭
和
二
十
七
年
四
月
二
日
以
降
に
生

ま
れ
た
者
。

　
試
験
方
法

第
一
次
試
験

　
筆
記
試
験
（
国
語
・
仕
会
・
数
学

作
文
）

第
二
次
試
験

　
口
述
試
験
・
身
体
検
査

　
試
験
の
期
日
及
び
会
場

第
一
次
試
験

　
昭
和
五
十
二
年
十
月
ト
し
日
側

駅
通
り
は
”
ら
く
が
き
大
会
々

十
日
町
市
民
会
館
で
行
い
ま
す
．
（
時

間
等
詳
細
は
申
し
込
み
者
に
通
知
し

ま
す
。
）

第
二
次
試
験

　
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
初
旬
　
市

役
所
で
行
い
ま
す
。

　
申
し
込
み
手
続

　
昭
和
五
十
二
年
九
月
十
六
日
か
ら

九
月
三
十
日
午
後
五
時
ま
で
に
市
役

所
総
務
課
へ
次
の
書
類
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
㊦
十
日
町
市
職
員
採
用
試
験
申
込

書
（
用
紙
は
市
役
所
総
務
課
に
あ
り

ま
す
）

　
◎
資
格
証
明
書
（
資
格
取
得
見
込

者
は
資
格
取
得
見
込
証
明
書
）

　
㊦
明
年
三
月
卒
業
見
込
み
の
者
は

卒
業
見
込
証
明
書

　
㊤
卒
業
学
校
の
成
績
証
明
書
（
卒

業
見
込
書
は
前
年
の
も
の
）

懸

手に汗にぎる

　　　“あばれみこし”

　
な
お
、
受
験
の
た
め
の
旅
費
等
は

一
切
支
給
し
ま
せ
ん
。
・
て
の
他
ご
不

明
の
点
は
、
市
役
所
総
務
課
（
溶
七

－
三
二
一
番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

主
婦
の
パ
ー
ト
と
税
金

　
最
近
は
、
パ
ー
ト
で
働
き
た
い
と

い
う
主
婦
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
パ
ー
ト
収
入
と
所
得
税

の
関
係
に
つ
い
て
説
明
し
て
み
ま
し

よ
う
Q

　
奥
さ
ん
の
パ
ー
ト
に
よ
る
収
入
が

年
間
七
十
九
万
円
（
月
平
均
約
六
万

五
千
八
百
円
）
以
下
で
、
ほ
か
の
所

得
が
な
い
場
合
に
は
税
金
が
か
か
り

ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
収
人
が
年
間
七
十
万
円

（
月
平
均
約
五
万
八
千
円
）
以
下
で
あ

れ
ば
、
こ
主
人
の
所
得
か
ら
配
隅
者
控

、　
、

　
　
　
　
　
　
洗
』
惣
　
＞

　
　
　
　
　
　
　
▲
認
ん
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
さ
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
屋
和

　
　
　
　
　
　
　
“
　
　
魚
昭
）

　
　
　
　
　
　
　
》
　
　
　
金
く
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堂
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
呼
　
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
糖
卜

　
　
　
　
　
　
　
婁
、
、
　
涼
　
　
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊤

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
期

　
詳
し
い
こ
と
は
税
務
署
、
税
務
相
3

談
室
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
・
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
税

　
　
　
　
　
（
十
日
町
税
務
署
）
　
産

千
手
ト
ン
ネ
ル
は
通
れ
ま
す
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定

　
主
要
地
方
道
小
千
谷
十
日
町
津
南
固

線
の
千
手
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
、

ト
ン
ネ
ル
改
築
工
事
の
た
め
通
行
諾

め
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
九
月
一
納

日
よ
り
通
行
規
制
を
一
時
解
除
し
ま
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

し
た
．
　
　
　
　
　
　
　
今

　
な
お
、
ト
ン
ネ
ル
内
は
徐
行
運
転

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
十
日
町
土
木
事
務
所
）

上
原
橋
を
架
け
替
え

　
県
道
中
条
田
川
線
の
上
原
橋
は
、

橋
梁
架
け
替
え
工
事
の
た
め
、
今
年

十
一
月
二
十
五
日
ま
で
車
輔
交
通
止

め
と
な
っ
て
い
ま
す
。



q
博
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吉
田
地
区
は
、
十
一
部
落
約
四
千

二
百
の
人
口
を
も
つ
地
域
で
す
が
、

部
落
が
点
在
し
て
い
る
た
め
、
分
館

や
部
落
単
位
で
の
事
業
が
中
心
と
な

り
ま
す
。
今
回
は
、
こ
れ
ら
活
動
の

中
か
ら
い
く
つ
か
を
紹
介
し
て
み
た

～

てし
、。

ざめ
※

を
館

り
民

　
　
　
　
公

く
区

づ
醜

域
吉

地
※

い
　
　
の
手
で
萎

る
　
　
化
し
て
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
こ
と
に
、
学

明
　
　
習
の
楽
し
み

　
　
　
　
　
　
　
を
見
い
出
し

て
い
ま
す
。
ま
た
整
理
の
で
き

た
も
の
か
ら
冊
子
で
も
作
っ
て

ゆ
き
た
い
と
大
き
な
夢
を
も
っ

て
い
ま
す
。

　
料
理
教
室
も
開
い
て
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
方
二
十
数
名
が
参
加

い
と
思
い
ま
す
。

　
真
田
婦
人
学
級

で
は
、
鉢
の
婦
人

達
を
中
心
に
、
部

落
の
歴
史
や
伝
説
、

昔
話
し
な
ど
に
つ

い
て
学
習
を
し
て

い
ま
す
。
「
自
分
達

の
手
で
耳
で
」
を

合
い
言
葉
に
、
お

年
寄
り
や
先
輩
達

の
話
し
を
聞
ざ
、

そ
れ
ら
を
書
き
ま

と
め
整
理
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
遅
々
と
し
て
進

ま
な
い
学
習
で
す

が
、
自
分
達

　
マ
マ
さ
ん
バ
レ
重
ボ
唇
ル
大
会

家
族
の
健
康
の
た
め
に
腕
に
よ
り

を
か
け
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
吉
田
保
育
所
で
は
幼
児

の
し
つ
け
に
つ
い
て
の
学
習
を
行

っ
て
い
ま
す
。
よ
り
健
康
で
創
造

力
豊
か
な
こ
ど
も
を
育
て
よ
う
と

毎
月
一
回
の
学
習
を
続
け
て
い
ま

す
。　

婦
人
の
た
め
の
学
習
は
、
こ
の

他
に
名
ヶ
山
学
級
、
婦
人
体
育
教

室
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。
，

が
顯
繋
拶

学
校
区
お
よ
び
吉
田
小
学
校
区
に
お

い
て
そ
れ
ぞ
れ
講
座
を
行
っ
て
い
ま

す
、
近
い
う
ち
に
「
焼
き
も
の
」
の

学
習
も
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
．

　
こ
れ
ら
の
他
に
、
部
落
巡
回
文
庫

へ
き
地
親
子
文
庫
に
よ
る
読
書
運
動

や
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
兼
ね
た

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、
分

館
講
座
も
そ
れ
ぞ
れ
の
分
館
ご
と
に

行
っ
て
い
ま
す
。

と　組にとな船人　これるす　　　，る人み茄呼ど員はわとまとる成　　　77家庭教育講座
とのが入ば’保’がもす同と人

駐植翻饗彫畿擁幼児期を考える
姦1夷ε畏読桑翼星三ぞ縞奪徽　　　　　母親は子供に何をしてやるべきか一一
るたま皆か的済年十玄度責利人　　生まれて最初に接する小さな社会「家庭」の中で子どもは多くの
該奮纏誓範鷹解事を身につ1ナます．今そこて励頓れているか、またどうあるべ
たば　　」金　　　　な　　入課え間　きか考えてみたいと思います。お母さん、おばあちゃんおさそい合

難催9｛尼韮播わせておいてください。

1
9月10日
　（土）

家庭での基本的な習慣づけ
・子供の生命を守るしつけをどうするか

・将来に影響する基本的な習慣

長岡市中島幼稚園
園長

土田邦彦

2
9月17日
　（土）

やせすぎの子，太りすぎの子
・子供の健康管理

十一日町保健所長

丸田貞介

3
9月26日
　（月）

母親としてやるべきことは何か
・母親に欠けているもの
・母親のあるべき姿

新潟市緑力丘幼稚
園園長

高橋ハナ

4
10月1日
　（土）

子供はどのように保護されているか

・地域社会と子供の生活環境
・法の中での子供

県中央児童相談所長

花積正夫

5
10月8日
　（土）

子供の社会性を育てるには
・子供と友達
・家庭では、集団では

新潟大学教育学部
長岡幼稚園副園長

高井タケ

　囹時間／午前9二15～11：15　囹会場／十日町市公民館

《申込み》　◆希望者は申込書で公民館に申し込んでください。

　　　　◆電話申し込みでもけっこうです。
　　　　◆お問い合わせは公民館本館（市内学校町盈7－5011）にどうぞ。

一
一

熱心に耳を傾けるお母さん方

　
　
構
師
の
先
生
も
大
張
り
切
り

　
さ
ら
に
、
冬
季
間
に
は
十
五
年
間

も
続
い
て
い
る
婦
人
文
集
「
信
江
」

の
発
行
や
、
ら
く
が
き
（
鉢
）
、
ら

く
が
き
（
名
ヶ
山
V
の
発
行
な
ど
、

文
集
活
動
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
保
坂
）

釜

む
や
事
故
で
障
害
者
に
な
れ
ば
働
く
こ

と
が
無
理
に
な
る
。
あ
る
い
は
不
幸

に
し
て
一
家
の
大
黒
柱
を
失
え
ば
収

入
が
な
く
な
る
な
ど
不
測
の
事
故
や

危
険
が
と
り
ま
い
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
個
人
の
力
で
準
備
し
て
お

20
歳
と
国
民
年
金

く
の
は
生
や
さ
し
い
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

国
が
中
心
と
な
っ
て
個
人
の
生
活
や

老
後
を
社
会
全
体
の
責
任
で
保
障
す

る
制
度
が
公
的
年
金
制
度
で
す
．

　
国
民
年
金
と
は
、
他
の
年
金
制
度

加
入
者
及
び
そ
の
配
隅
者
、
あ
る
い

は
昼
間
部
の
学
生
を
除
い
た
二
十
歳

か
ら
五
十
九
歳
ま
で
の
人
を
対
象
と

し
た
年
金
制
度
で
、
現
在
会
社
や
工

場
、
官
庁
な
ど
に
勤
め
て
い
な
い
人

　
　
　
は
大
人
の
仲
間
入
り
の
”
証
”

　
　
　
と
し
て
こ
れ
に
加
入
す
る
義

　
　
　
務
が
あ
り
ま
す
。

　
二
十
歳
に
な
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
国
民

年
金
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続

き
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係
窓
口
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
崇
　
　
　
　
　
　
楽

（第3種郵便物認可）昭和52年9月10日とお∬93（5）

霧
胡
招
き
〒
卜
開
き

　
信
濃
川
運
動
公
園
の
造
成
工
事
は

着
ち
ゃ
く
と
進
み
、
こ
の
ほ
ど
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
（
八
面
）
が
完
成
。
九
月

十
五
日
（
日
）
に
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル

チ
ー
ム
を
招
き
盛
大
に
コ
ー
ト
開
き

を
行
う
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
十
日
町
橋
下
流
の
河
川
敷
に
造
成

鈴
雛
磁
魯
磁
鈎
魯
鐙
験
翻
盤
鰯
翻
翻
磁
磁
磁
覇
劇
醗
農
覇
磁
雛

盤磁鈴磁鐙融鰯翻融鵬磁翻盤鈴

信濃川運動公園コート開き

期　日　9月15日／午前9時～

内容男子ナショナルチーム
　　　　女子大学チャンヒ。オン

　　　　チームによる模範試合

　　　　及び指導

◆招待選手

　　【監督】斉藤孝弘

　　【コーチ】中条正信・西田

　　豊明【男子選手】井伊勝利

　　木口利充・笹倉宏之・稲垣

　　道夫・横江忠志・前田賀門

　　【女子選手】板倉計子・滝

　　沢律子・桜井紀美子・岩崎

　　安子・住本京子・江利角富

　　美子。

翻覇磁齢盤磁鐙覇験磁醗磁覇劃

中
の
信
濃
川
運
動
公
園
は
、
昨
年
八

月
に
野
球
場
B
面
、
今
年
六
月
に
野

球
場
A
面
の
オ
ー
プ
ン
に
続
き
、
こ

の
ほ
ど
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
八
面
が
完
成

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
市
内
の
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
は
城
ヶ
丘
に
三
面
あ
る
だ
け
で
、

増
加
す
る
テ
ニ
ス
人
口
に
対
応
で
き

な
い
状
態
で
し
た
が
、
今
回
の
完
成

に
よ
り
、
合
せ
て
十
一
面
と
な
り
県

下
で
も
充
実
し
た
コ
ー
ト
数
と
な
り

ま
し
た
。

　
今
後
の
運
動
公
園
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
五
十
三
年
度
に
野
球
場
C
面

と
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
一
面
の
建
設
、

ま
た
緑
を
配
置
し
た
自
由
公
園
の
建

設
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
公
園
の
取
付
道
路
に

つ
い
て
も
、
す
で
に
千
手
ト
ン
ネ
ル

側
に
完
成
し
て
い
ま
す
の
で
。
；
利
用

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雛

醗
囎
鰯
融
盤
盤
盤
磁
盤
醗
齢
鵬
覇
磁
鐙
鐙
器
雛
齢
齢
鐙
覇
磁
盤

垂さ鴇っり

嘗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ

人
気
の
あ
っ
た
”
う
な
ぎ
の
つ
か
み
ど
り
”

　
　
　
　
　
〈
本
町
四
丁
目
〉

市
職
員
を
募
集

　
昭
和
五
十
三
年
四
月
一
日
採
用
予

定
の
市
職
員
（
保
母
〉
を
つ
ぎ
の
と

お
り
若
干
名
募
集
し
ま
す
。

　
受
験
試
格

　
保
母
の
資
格
取
得
者
（
昭
和
五
十

三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
資
格
取

得
が
見
込
ま
れ
る
者
を
含
む
）
で
、

昭
和
二
十
七
年
四
月
二
日
以
降
に
生

ま
れ
た
者
。

　
試
験
方
法

第
一
次
試
験

　
筆
記
試
験
（
国
語
・
仕
会
・
数
学

作
文
）

第
二
次
試
験

　
口
述
試
験
・
身
体
検
査

　
試
験
の
期
日
及
び
会
場

第
一
次
試
験

　
昭
和
五
十
二
年
十
月
ト
し
日
側

駅
通
り
は
”
ら
く
が
き
大
会
々

十
日
町
市
民
会
館
で
行
い
ま
す
．
（
時

間
等
詳
細
は
申
し
込
み
者
に
通
知
し

ま
す
。
）

第
二
次
試
験

　
昭
和
五
十
二
年
十
一
月
初
旬
　
市

役
所
で
行
い
ま
す
。

　
申
し
込
み
手
続

　
昭
和
五
十
二
年
九
月
十
六
日
か
ら

九
月
三
十
日
午
後
五
時
ま
で
に
市
役

所
総
務
課
へ
次
の
書
類
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
㊦
十
日
町
市
職
員
採
用
試
験
申
込

書
（
用
紙
は
市
役
所
総
務
課
に
あ
り

ま
す
）

　
◎
資
格
証
明
書
（
資
格
取
得
見
込

者
は
資
格
取
得
見
込
証
明
書
）

　
㊦
明
年
三
月
卒
業
見
込
み
の
者
は

卒
業
見
込
証
明
書

　
㊤
卒
業
学
校
の
成
績
証
明
書
（
卒

業
見
込
書
は
前
年
の
も
の
）

懸

手に汗にぎる

　　　“あばれみこし”

　
な
お
、
受
験
の
た
め
の
旅
費
等
は

一
切
支
給
し
ま
せ
ん
。
・
て
の
他
ご
不

明
の
点
は
、
市
役
所
総
務
課
（
溶
七

－
三
二
一
番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

主
婦
の
パ
ー
ト
と
税
金

　
最
近
は
、
パ
ー
ト
で
働
き
た
い
と

い
う
主
婦
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
パ
ー
ト
収
入
と
所
得
税

の
関
係
に
つ
い
て
説
明
し
て
み
ま
し

よ
う
Q

　
奥
さ
ん
の
パ
ー
ト
に
よ
る
収
入
が

年
間
七
十
九
万
円
（
月
平
均
約
六
万

五
千
八
百
円
）
以
下
で
、
ほ
か
の
所

得
が
な
い
場
合
に
は
税
金
が
か
か
り

ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
収
人
が
年
間
七
十
万
円

（
月
平
均
約
五
万
八
千
円
）
以
下
で
あ

れ
ば
、
こ
主
人
の
所
得
か
ら
配
隅
者
控

、　
、

　
　
　
　
　
　
洗
』
惣
　
＞

　
　
　
　
　
　
　
▲
認
ん
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
さ
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
屋
和

　
　
　
　
　
　
　
“
　
　
魚
昭
）

　
　
　
　
　
　
　
》
　
　
　
金
く
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堂
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
呼
　
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
糖
卜

　
　
　
　
　
　
　
婁
、
、
　
涼
　
　
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊤

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
期

　
詳
し
い
こ
と
は
税
務
署
、
税
務
相
3

談
室
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
・
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
税

　
　
　
　
　
（
十
日
町
税
務
署
）
　
産

千
手
ト
ン
ネ
ル
は
通
れ
ま
す
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定

　
主
要
地
方
道
小
千
谷
十
日
町
津
南
固

線
の
千
手
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
、

ト
ン
ネ
ル
改
築
工
事
の
た
め
通
行
諾

め
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
九
月
一
納

日
よ
り
通
行
規
制
を
一
時
解
除
し
ま
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月

し
た
．
　
　
　
　
　
　
　
今

　
な
お
、
ト
ン
ネ
ル
内
は
徐
行
運
転

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
十
日
町
土
木
事
務
所
）

上
原
橋
を
架
け
替
え

　
県
道
中
条
田
川
線
の
上
原
橋
は
、

橋
梁
架
け
替
え
工
事
の
た
め
、
今
年

十
一
月
二
十
五
日
ま
で
車
輔
交
通
止

め
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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身
体
障
害
者
巡
回
相
談
を
開
催

　
市
社
会
褐
祉
事
務
所
で
は
、
昭
和

五
十
蔦
年
度
身
体
障
害
者
巡
回
相
談

を
つ
ぎ
の
と
お
り
実
施
し
去
す
。

　
．
五
は
、
身
体
障
害
者
に
対
し
、

更
生
に
必
要
な
医
学
的
、
心
理
学
的

判
定
の
実
施
と
各
種
生
活
相
談
等
に

応
ず
る
こ
と
に
柔
り
、
よ
り
よ
い
社

会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で

す
。　

相
談
内
容

◇
整
形
外
科
の
医
師
に
よ
る
医
療
相

　
談

　
①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

　
け
よ
う
と
す
る
方
．
②
更
生
医
療

ガ
し
こ
い
婆
誌

b
酸
性
食
品
と

　
　
　
　
ア
ル
カ
リ
柱
食
品

　
ジ

　
　
　
◇
健
康
体
は
常
に
弱
ア

　
　
e

　
　
　
ル
カ
リ
性
で
す
。

　
　
　
体
液
が
酸
性
に
傾
く
と

　
　
　
病
気
に
対
す
る
抵
抗
力
　
　
イ

縮
　
織

義
　
謬

黛
鰹
灘
嚇

裟
灸
恕

　
該
否
判
定
　
③
補
装
具
の
処
方
及

　
び
適
合
判
定
　
④
身
体
障
害
者
手

帳
等
級
変
更
に
か
か
る
判
定

◇
施
設
入
所
相
談

◇
生
活
相
談

（
な
お
、
相
談
来
所
の
際
、
身
体
障

害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
持
参
く

だ
さ
い
。
）

　
期
日
　
十
月
十
三
日
困
　
受
付

午
前
十
一
時
～
午
後
二
時
ま
で
。
十

四
日
囲
　
受
付
　
午
前
九
時
～
午
前

十
一
時
ま
イ
．
k
、

　
会
場
　
中
条
地
区
公
民
館
（
中
条

旭
町
バ
ス
停
留
所
前
）

　
申
し
込
み
　
相
談
希
望
者
は
、
九

月
二
十
日
ま
で
に
十
日
町
市
社
会
福

祉
事
務
所
（
密
七
⊥
二
『
一
番
）

へ
し手

を
つ
な
ぐ
親
の
会

総
会
及
ぴ
講
演
会
を
開
催

　
私
た
ち
は
十
数
年
前
よ
り
恵
ま
れ

な
い
子
ど
も
（
人
）
た
ち
の
た
め
に
活

動
を
行
，
て
き
気
し
た
　
し
か
し

各
地
区
単
位
の
活
動
て
は
思
い
に
長

か
せ
な
い
面
か
多
い
の
か
実
情
一
、
し

　
目
的
を
同
し
に
す
る
者
同
志
、
力

々
入
口
わ
せ
、
互
い
に
慰
め
含
い
な
が

ら
活
動
の
輪
を
広
け
て
行
二
う
て
は

な
い
か
、
そ
の
た
め
の
組
織
を
作
ろ

う
。
と
い
う
声
が
各
地
区
に
た
か
主

り
、
関
係
者
が
何
度
も
協
議
を
重
ね

た
結
果
、
十
日
町
市
、
中
魚
沼
郡
手

を
ろ
な
く
親
の
会
（
精
神
薄
弱
者
育

成
会
）
連
絡
協
義
会
が
結
成
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
第
一
回
の
総
会
並
び
に
講
演

会
を
つ
き
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま

す
の
で
、
関
係
者
は
も
と
よ
り
、
関

心
と
理
解
を
も
つ
市
民
各
位
多
数
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
会
長
　
　
片
賢
吉
）

　
総
会

日
時
　
九
月
卜
八
日
⑨
午
前
十
時
～

　
　
　
正
午
ま
で
、

場
所
　
市
民
会
館

講
演
会

日
時

講題会
師名場

κ
月
十
八
日
⑥
午
後
．
時
～

．
、
時
半
友
－
ぐ

市
民
会
館

－
親
の
塗
場
～
、
」

中
村
学
吉
先
生
へ
舟
栄
中
学

校
特
殊
学
級
担
任
、
あ
け
ほ

の
学
園
長
、
新
潟
市
立
明
生

園
長
を
経
て
、
現
在
十
字
園

長
）

寄
付
あ
り
が
と
う

　
▽
松
沢
清
治
（
丸
山
町
）
額
っ

き
目
本
画
二
点
（
四
，
宮
荘
、
・
老
人

ホ
ー
ム
ヘ
）
▽
三
階
節
保
存
会
　
そ

う
き
ん
六
十
枚
・
タ
オ
ル
▽
十
日
町

天
文
同
好
会
（
代
表
　
大
島
敏
夫
）

三
千
円
▽
保
坂
知
一
　
三
万
円
（
香

典
返
し
）

し
尿
浄
化
槽
設
置
者

　
　
　
　
研
修
会
を
開
催
－

　
十
日
町
市
で
も
、
し
尿
浄
化
槽
の

急
速
な
普
及
に
伴
い
、
浄
化
槽
の
設

備
不
良
、
維
持
管
理
及
び
使
用
方
法

の
不
備
等
い
わ
ゆ
る
不
良
浄
化
槽
に

ょ
る
悪
嗅
等
の
苦
情
が
増
加
し
て
い

雛老姻
　　　　　十高漫石

む
じ
⇒
・
ん

む
ば
あ
↓
え
セ

　
い
丘
わ
る
日
ゲ
ヨ

マ
～
お
め
で
導
つ

は
い

7。

し
ぐ
ノ
ト

f
　
　
）

◎豊
竃．

灘
　
農
林
課
は
一
、
一
階
西
側
の
一
角
に
位

置
し
て
お
り
、
、
、
．
係
十
九
名
で
つ
ぎ

の
仕
事
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
農
産
係
　
稲
作
、
畜
産
、
養
蚕
、

特
用
作
物
、
内
水
面
漁
業
、
農
業
近

代
化
資
金
、
米
生
産
調
整
、
特
定
農

山
村
振
興
対
策
事
業
、
圃
場
整
備
事

業
計
画
の
調
査
設
計
な
ど
．

　
林
務
係
　
造
林
の
推
進
、
治
山
林

務
砂
防
、
保
安
林
関
係
、
林
務
地
す

べ
り
指
定
関
係
、
林
務
な
だ
れ
防
止

事
業
、
林
道
の
新
設
改
良
，
入
会
林

野
整
備
近
代
化
事
業
な
ど
。

　
農
業
土
木
係
　
農
道
、
水
路
の
新

で
t
ね

今
日
は
敗
老
の
号

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
不
良
浄
化
槽
に
よ
る
苦

情
を
解
消
し
、
快
適
な
生
活
環
境
を

つ
く
る
た
め
十
日
町
保
健
所
、
十
日

町
市
で
は
つ
ぎ
の
と
お
り
、
し
尿
浄

化
槽
設
置
者
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
し
尿
浄
化
槽
設
置
者
は
、
案
内
通

知
の
ハ
ガ
キ
と
昭
和
症
十
二
年
度
第

一
回
放
流
水
検
査
結
果
通
知
ハ
ガ
キ

を
持
参
の
上
、
必
ず
ご
出
席
く
だ
さ

　
期
日
　
九
月
二
十
日
（
火
）
　
二

十
一
日
（
水
）
…
…
案
内
ハ
ガ
キ
で

指
定
し
た
日
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
研
修
対
象
者
　
昭
和
五
十
二
年
一
．
．

月
三
十
一
日
現
在
の
し
尿
浄
化
槽
設

置
届
出
者
。

　
会
場
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

　
受
付
時
間
　
午
後
六
時
半
～
（
研

修
会
は
午
後
七
時
～
九
時
）

設
改
良
舗
装
事
業
、
農
地
及
農
業
用

施
設
の
災
害
復
旧
事
業
、
農
地
地
す

べ
り
指
定
関
係
、
市
単
圃
場
整
備
事

業
な
と
、

　
ま
た
、
家
畜
指
導
診
療
所
（
本
町

六
交
番
裏
に
事
務
所
）
に
獣
医
師
一

名
を
出
向
さ
せ
て
家
畜
の
診
療
業
務

を
担
当
し
て
い
ま
す
．

　
市
内
の
農
林
家
各
位
か
、
農
林
業

の
経
営
活
動
を
少
し
で
も
有
利
に
展

開
で
き
る
よ
う
に
色
々
の
援
護
施
策

（
農
林
業
の
補
助
は
全
て
農
林
家
の

申
請
に
基
づ
く
も
の
で
す
．
）
を
用
意

し
て
あ
り
ま
す
の
哲
＼
助
成
制
度
を

研
究
さ
れ
、
有
効
に
活
用
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
池
田
農
林
課
長
）

マ
マ
の
日
よ

κ
ド
が
い
，
つ
も

マ
マ
め
こ
ぐ
う
ち
の
は

ぐ
・
￥
マ
ド
，
て
い
7
て

，
f
　
る
も
の

ノ
盤

る
．
曳 ん
￥｝島へ』r」■■■」▲，

　
研
修
内
容
　
ω
し
尿
浄
化
槽
の
構

造
に
つ
い
て
　
ω
し
尿
浄
化
槽
の
適

正
使
用
等
、
維
持
管
理
に
つ
い
て
．

犬
の
注
射
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

　
昭
和
五
十
二
年
度
第
二
回
狂
犬
病

予
防
注
射
を
、
き
た
る
十
旦
一
．
日
㈲

四
日
図
五
日
困
に
実
施
し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
市
報
お
知
ら
せ
版
（
九

月
二
十
五
日
発
行
）
に
掲
載
し
ま
す

の
で
亡
心
れ
ず
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
受
箱
と
表
札
を
あ
っ
せ
ん

　
、
こ
希
望
の
方
は
、
代
金
を
添
え
て

直
接
郵
便
局
の
窓
ロ
ヘ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
あ
っ
せ
ん
価
格

　
　
郵
便
受
箱
　
千
四
百
円

　
　
表
札
　
　
　
四
百
八
十
円

　
　
　
　
　
〔
十
日
町
郵
便
局
〕
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